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RIDERS TO THE SEAに見られる
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要約 : 海に駆け行く者 +3*,はシングが最初に手がけた 農民劇 であり アラン島体験の直接の成果で
あると同時に アラン島を舞台とした彼の唯一の劇である 彼は劇の言語として島民の方言を用い 又彼の
心をんだ島民のいきいきとした言い回しをせりふに取り入れている さらに彼はプロットの中心に妖精信




の洞察を得た 彼は巧みに劇的山場を組み立てることによって 女主人公が すべての息子を飲み込んでし
まった海との生涯にわたっての闘いの人生を語ることによって 徐	に精神の平安を得てゆく様を描く
海に駆け行く者 は自然と人間の根源的関係 自然の中の死すべき人間の原型的闘いを描いている 女主
人公は海に囲まれた小さな島に生きる貧しい老女である しかし彼女は悲劇的体験を生き抜くことによって
女司祭の風格をもつ すべてを失い もう失う物が何もなくなった時 彼女は自我としての存在から解放さ
れ 偉大な敵であった海そのものの一部となり 彼女の魂は海と融合する シングは普通の女性の苦しみを
通して 悲劇的美の世界を創り上げた そのことによって彼は 自然の中のすべての生き物が威厳をもつこ
と そしてそれは愛の喜びと死の悲しみの激しい感情を生き抜くことから由来するということを示唆したの
である
キワド : アイルランド演劇 J.M.シング 海に駆け行く者 自然 悲劇
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J.M. SYNGE+21++3*3は +232年から +3*+年にかけて
アラン島を訪問した そして Riders to the Sea 海に駆け
行く者+ +3*- は 彼がそこで見聞したことを題材に
その島を舞台として描かれた一幕劇である この劇のなか



































となる そして その幻が現実のものとして実現し 終幕
へといたる というのがこの一幕劇の簡単な筋である 彼
は 妖精たちが馬に乗ってあの世とこの世を行き来すると
いう話を島民たちから聞いた シングの 農民劇 の登場
人物は 現実のアイルランドの辺境地域に生きる人間であ
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ると同時に 彼等の語る物語の人物でもあるのである こ
のことは この短い劇に 民話の枠組みを加えることにな
















































来た 赤い雌馬にまたがり 灰色の子馬を従えての ああ
なんちゅう恐ろしいことだ ノラよ わしはマイケルを
見たんだよ 姉娘のカスリンがなだめるようにゆっく


































のに いまはもう みんなってしまった 遺体があがっ











































に 死者の国 海へと連れて行き 彼女にはただ一人の息
子もいなくなるのだ シングはこの劇のプロットの中心







































よ バトレイ 暗い夜 祈って 祈って 自分の言うこ
とが何だかわからなくなるまで 祈ったよ だけど今 わ
しは大きな安らぎを感じるんだよ もう らくになってい






わり しかし それはカスリンやノラが 彼女のあとに
続くということを暗示するのだ いまは静かになった母親
を見て 年寄りは何にでも疲れやすくなるから と 年寄






























はもう 生きてはおれん しかし 語ることを通して 悲
























actionがなく 主人公はあまりにも passiveであり hero
と言うより犠牲者であるとか または悲劇と言うより 儀













































つ 人間の原型的 普遍的状況をつかみとるのである そ
してそのことによって 彼はすべての生命に存する価値と
光を描こうとしたのである


















と書いている また Tragic Self-Referral in Riders to
the Sea1 	海に駆け行く者における悲劇的自己再帰

と題する論文で Tragic Self-Referral という概念を用
いて新しい解釈に挑戦している Daniel DAVYは 	劇の客
観的対象物の構造が 主体の内的原動力を同時に表現する
ように機能する










する そしてギリシア悲劇も 海に駆け行く者 も 究極







る 例えば Una Ellis-FERMORは 谷間の陰で In the
Shadow of the Glenと 海に駆け行く者 においては 
自然が主人公であり 登場人物の行動や気分や運命を左
右するほど 人物の精神に染みついている	 と述べ 海に























は F.R. LEAVISが 悲劇的体験に伴う高揚する生命の感












り 波の音が静かに繰り返される Ann SADDLEMYERは
Synge’ Soundscape+,
と題する論文で 海に駆け行く








して 彼女はシング劇の 静寂の枠組み	 framework of
silence に言及している








だ 静寂は 無数のドラマの予感である 王でも支配者で
もない 普通の人間の悲劇が 高められた生命の感覚	 を
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J.M. Synge’s Dramatic Methods and
His Vision of Nature in Riders to the Sea
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Summary : Riders to the Sea (+3*,), Synge’s ﬁrst peasant drama, proceeds in the manner of realism, yet
its story and plot are based on the folk imagination that fairy riders come to take humans to their
country under the sea. Riders to the Sea deals with the fundamental relations of man and nature, an
archetypical struggle of the mortal living in nature. The heroine is a poor old woman who lost all of
her six sons devoured by the sea, but through her life-long tragic experiences she attains the stature
of priestess. When she ﬁnds herself with nothing to lose any more, she frees herself from being as the
ego to become a part of the sea herself ; her mind unites with her great opponent, the sea, ﬁnally.
SYNGE created a world of tragic beauty through ordinary woman’s su#ering, and in so doing he
suggested that every life in nature has moments of dignity that stem from intense feelings of love and
death.
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